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東
北
風
景
写
真
家
協
会

第
３
回
写
真
展
「
美
し
い
日
本
」

会
員
の
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
写
真
展
が
い
よ
い
よ
６
月
１
日
（
金
）
〜

６
日
（
水
）
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
前
回
と
同
じ
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ｂ
）
全
室
を
使
用
し
て
展

示
致
し
ま
し
た
。
今
迄
に
撮
り
貯
め
た
会
員
皆
様
の
力
作
が
多
数
展
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
お
知
り
合
い
の
方
々
に
お
声
掛
け
頂

き
、
多
く
の
お
客
様
に
御
覧
頂
け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

前
回
写
真
展
は
平
成
22
年
２

月
４
日
〜
１
０
日
で
２
年
８

ヶ
月
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

既
に
ご
存
じ
の
と
お
り
昨
年

３
月
１
１
日
発
生
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
も
大
き
な
被
害

を
受
け
、
暫
く
利
用
で
き
な
い

状
態
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

昨
年
６
月
に
平
成
２
４
年
上
期

と
下
期
の
利
用
申
し
込
み
受
け

付
け
が
開
始
さ
れ
た
と
の
情
報

を
得
、
早
速
役
員
会
に
諮
っ

て
平
成
２
４
年
上
期
の
第
１
〜

第
３
希
望
で
申
請
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
11
月
末
に
第
１
希
望

で
出
し
た
今
回
の
期
間
で
の
利

用
が
内
定
。
1
月
5
日
に
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
に
出
向
き
正
式

予
約
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

１
月
２
９
日
開
催
の
総
会
で

発
表
。
１
月
３
１
日
付
で
全
会

員
に
写
真
展
開
催
の
ご
案
内
を

郵
送
。
２
月
２
０
日
の
申
し
込

み
締
め
切
り
迄
に
参
加
の
返
信

ハ
ガ
キ
を
頂
い
た
会
員
は
３
８

名
で
、
や
は
り
震
災
の
影
響
か

前
回
開
催
時
よ
り
少
な
い
参
加

者
数
で
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
テ

ー
ク
で
の
開
催
に
は
多
額
の
会

場
使
用
料
が
か
か
り
、
特
別
出

展
す
る
竹
内
敏
信
名
誉
顧
問
と

椎
名
亮
介
顧
問
の
作
品
展
示

も
考
慮
す
る
と
最
低
５
０
名

の
参
加
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
会
長
を
は
じ
め
役

員
全
員
で
返
信
の
来
て
な
い

会
員
を
中
心
に
声
掛
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
顧
問

を
除
き
５
３
名
の
方
に
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

当
協
会
の
写
真
展
出
展
作

品
は
基
本
的
に
会
員
自
身
で

準
備
す
る
こ
と
に
し
て
ま
す

が
、
作
品
選
考
を
希
望
す
る

会
員
に
は
返
信
ハ
ガ
キ
に
そ

の
旨
を
を
記
し
て
も
ら
い
、

３
月
２
９
日
と
４
月
３
日
に

戦
災
復
興
記
念
館
に
て
展
示

作
品
を
選
考
。
フ
ィ
ル
ム
作

品
の
会
員
は
ポ
ジ
を
、
デ
ジ

タ
ル
作
品
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

ー
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
画
像
を

コ
ピ
ー
し
、
其
々
２
Ｌ
プ
リ

ン
ト
を
添
え
て
１
０
点
ほ
ど

持
参
、
竹
内
会
長
と
相
談
の

上
出
展
作
品
を
決
め
ま
し

た
。
作
品
選
考
を
希
望
す
る

県
外
の
会
員
の
方
に
は
ポ
ジ

を
竹
内
会
長
の
自
宅
に
郵
送

し
て
も
ら
い
、
展
示
作
品
を

選
考
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
半
切
、
全
紙
、
大
全

紙
、
全
倍
の
各
サ
イ
ズ
合
計

９
６
点
を
展
示
し
ま
す
。

今
回
の
写
真
展
開
催
案
内

ハ
ガ
キ
掲
載
映
像
は
作
品
選

考
時
に
渡
邉
セ
ツ
会
員
の
作

品
に
決
定
、
２
，
０
０
０
枚

を
作
成
し
ま
し
た
。
出
展
会

員
に
は
知
り
合
い
の
方
を
一

人
で
も
多
く
来
場
し
て
貰
え

る
様
一
人
１
２
枚
メ
ー
ル
便

に
て
配
布
。
そ
の
他
エ
ー
ゼ

ッ
ト
フ
ォ
ト
他
カ
メ
ラ
店
６

店
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
定
禅
寺
教
室
、
竹
内
会

長
の
教
室
と
撮
影
会
開
催
時

に
渡
し
て
も
ら
う
よ
う
其
々

持
参
、
配
布
し
ま
し
た
。

当
写
真
展
の
目
玉
で
あ
る

竹
内
敏
信
名
誉
顧
問
の
展
示

作
品
は
新
し
い
プ
リ
ン
ト
で

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
漆
喰
シ
ー

ト
「
フ
レ
ス
コ
ジ
グ
レ
ー
」

と
云
う
用
紙
を
使
用
し
た
新

た
な
る
表
現
領
域
の
作
品
で

全
紙
サ
イ
ズ
２
点
を
全
倍
の

額
に
入
れ
て
展
示
。

椎
名
亮
介
顧
問
の
作
品
は

猪
苗
代
湖
で
撮
影
し
た
作
品

で
「
霜
の
華
」
と
い
う
顧
問

曰
く
「
大
変
美
し
い
風
景
を

作
品
に
出
来
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
是
非
会
場
に
お
出
掛

け
に
な
り
御
覧
く
だ
さ
い
。

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
賞
者

「
ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
写
真

年
鑑
」
3
年
連
続
入
賞

門
間

弘
直

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

秋
田
県
秋
田
市

石
郷
岡

俊
晴

宮
城
県
仙
台
市

瀬
戸

武
男

宮
城
県
黒
川
郡

小
野
寺

正
志

宮
城
県
仙
台
市

先
崎

康
人

宮
城
県
仙
台
市

早
坂

三
郎

★
写
真
展
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
掲
載

６
月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

第
３
回
写
真
展
に
つ
い
て
、

先
般

(

株)

ア
マ
ナ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
小
針
恵
子
氏

よ
り
写
真
展
幹
事
の
進
藤
宛

電
話
が
入
り
、
「
写
真
展
フ

ァ
ン
の
た
め
の
お
役
立
ち
サ

イ
ト
を
開
設
し
、
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
よ
り
展
示

情
報
を
入
手
し
た
の
で
、
是

非
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ

せ
て
頂
き
た
い
」
と
の
こ
と

掲
載
料
は
無
料
で
メ
ー
ル

に
添
付
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
必
要
事
項
（
写
真
展
名
、

開
催
期
間
、
出
展
内
容
等
）

を
記
入
し
て
送
れ
ば
掲
載
致

し
ま
す
。
と
の
内
容
。

竹
内
敏
信
名
誉
顧
問
、
椎

名
亮
介
顧
問
の
作
品
展
示
も

あ
る
の
で
ど
れ
程
の
効
果
が

出
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
に

お
出
掛
け
頂
き
た
い
の
で
掲

載
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
展
示
作

品
６
点
を
掲
載
出
来
る
の

で
、
目
録
作
り
で
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
預
か
っ
た
作
品
か

ら
選
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
添

付
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
の
あ
る

方
は
是
非
ご
覧
下
さ
い

（h
t
t
p
:
/
/
i
m
a
o
n
l
i
n
e
.

j
p

）

[

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
失
敗
談]

平
成
２
４
年
５
月
２
１
日

午
前
７
時
４
０
分
１
６
秒
に

仙
台
で
の
部
分
日
食
は
最
大

に
な
り
ま
し
た
。
５
分
ほ
ど

前
の
東
京
で
は
ま
ん
丸
に
輪

の
出
来
た
金
環
日
食
を
テ
レ

ビ
が
盛
ん
に
放
映
し
て
い
ま

し
た
。
前
日
の
天
気
予
報
で

は
東
京
は
朝
は
曇
り
で
金
環

日
食
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か

微
妙
な
予
報
。
し
か
し
実
況

放
送
で
は
雲
は
有
り
ま
し
た

が
、
雲
間
か
ら
金
環
食
が
映

し
出
さ
れ
、
大
勢
の
人
が
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

仙
台
は
金
環
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
折
角
の
チ
ャ

ン
ス
な
の
で
撮
影
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
た
。
カ
メ

ラ
は
３
５
㎜
一
眼
デ
ジ
タ
ル

に
５
０
０
㎜
ズ
ー
ム
、
中
判

デ
ジ
タ
ル
に
３
５
０
㎜
の
2

台
を
用
意
。
各
２
倍
＋
１
．

４
倍
テ
レ
コ
ン
と
Ｐ
Ｌ
フ
ィ

ル
タ
ー
、
ケ
ン
コ
ー
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
Ｄ
１
０
０
０
０
０
を
装
着

し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
画
像

を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

下
さ
い
。
次
の
チ
ャ
ン
ス
は

１
８
年
後
だ
そ
う
で
す
。

今
年
度
第
１
回
の
撮
影
実

習
セ
ミ
ナ
ー
を
新
緑
の
台
原

森
林
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

実
施
期
日
：
６
月
１
９
日

（
火
）
集
合
：
９
時
３
０
分

地
下
鉄
旭
ヶ
丘
駅
公
園
出
口

撮
影
地
：
台
原
森
林
公
園
・

仙
台
市
科
学
館
周
辺

参
加
費
：
３
，
０
０
０
円

（
会
場
費
、
昼
食
代
、
現
像

料
、
Ｐ
Ｃ
機
材
等
の
費
用
に

充
当
）

講
師
：
竹
内
正
会
長

募
集
人
員
：
２
０
名
（
フ
ィ

ル
ム
使
用
組
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
組
、
合
計
で
の
人
数
で

定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

募
集
締
切
：
６
月
１
１
日

（
月
）
ま
で
、

参
加
申
込
は
同
封
の
撮
影

実
習
セ
ミ
ナ
ー
案
内
用
紙
下

部
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
記
入
し
て
エ
ー
ゼ
ッ
ト
・

フ
ォ
ト
（
Ｆ
ａ
ｘ
：
０
２
２-

７
２
２-

３
７
６
６
撮
影
実
習

セ
ミ
ナ
ー
係
宛
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
無
い
方
は
電
話
で

（
Ｔ
ｅ
ｌ
：
０
２
２-

７
２
２

-

３
７
５
５
又
は

０
９
０-

５
５
９
４-

１
４
３
９
丸
山
）

宛
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

お
申
込
み
順
に
受
付
番
号

を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

6
月
１
６
日
ま
で
に
「
撮

影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
参
加
票
を

事
務
局
よ
り
送
付
し
ま
す
。

参
加
費
は
実
施
当
日
集
金

（
キ
ャ
ン
セ
ル
料
）
実
施
２

日
前
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
場
合
、
「
キ
ャ
ン
セ
ル
料

１
，
５
０
０
円
」
を
後
日
請

求
致
し
ま
す
。

昼
食
は
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

「
レ
ス
ト
ラ
ン
け
や
き
の

杜
」
に
て
１
２
時
よ
り
（
日

替
り
ラ
ン
チ
＋
ド
リ
ン
ク
）

午
後
の
セ
ミ
ナ
ー
会
場
は
青

年
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
「
エ

ッ
グ
ホ
ー
ル
」
１
３
時
集
合

撮
影
は
３
５
㎜
リ
バ
ー
サ
ル

又
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

リ
バ
ー
サ
ル
は
増
感
・
減
感

マ
ウ
ン
ト
指
定
不
可
。
デ
ジ

タ
ル
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
フ
ァ
イ
ル

の
み
。
フ
ィ
ル
ム
セ
レ
ク
ト

用
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
ル
ー

ペ
、
マ
ウ
ン
ト
５
コ
マ
、
は

さ
み
等
は
用
意
し
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
は
画
像
を
セ
レ
ク
ト

後
Ｐ
Ｃ
に
て
画
像
保
存
し
映

写
講
評
致
し
ま
す
。

早
め
に
申
し
込
み
を
お
待

ち
致
し
て
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
相
変
わ
ら

ず
日
進
月
歩
・
時
々
刻
々
と
進

化
を
遂
げ
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー

は
独
自
技
術
を
開
発
、
他
社
と

の
差
別
化
を
図
る
べ
く
次
々
と

製
品
に
そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
新

製
品
を
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
カ
メ
ラ
を
使
う
我
々
の
方

が
そ
の
技
術
に
つ
い
て
ゆ
く
こ

と
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
の
が

実
態
か
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
便
利
な
機
能
が
次
々

登
場
し
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て

撮
影
し
た
画
像
は
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
が
市
場
に
出
た
頃
と
比
較

す
る
と
雲
泥
の
差
が
有
ま
す
。

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
々
も

フ
ィ
ル
ム
時
代
は
長
年
の
研
究

と
積
み
上
げ
て
き
た
経
験
で
撮

影
技
術
面
で
は
我
々
と
は
大
き

な
差
を
つ
け
、
一
目
で
違
い
が

分
か
り
ま
し
た
が
、
最
新
の
優

れ
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
は
そ

の
差
が
少
し
縮
ま
っ
て
来
て
い

る
と
プ
ロ
の
方
も
差
の
縮
小
を

気
に
し
て
い
る
と
写
真
雑
誌
に

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
は
ハ
ー
ド

そ
の
も
の
の
メ
カ
で
動
作
し
、

ソ
フ
ト
の
面
は
撮
影
す
る
人
の

技
術
で
カ
バ
ー
し
て
作
品
作
り

を
し
て
ゆ
く
こ
と
で
し
た
が
、

現
在
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
本
体

に
使
用
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な

電
子
部
品
を
活
用
す
る
た
め
の

ソ
フ
ト
、
ま
た
撮
影
そ
の
も
の

に
関
す
る
ソ
フ
ト
、
撮
影
し
た

画
像
を
カ
メ
ラ
か
ら
取
り
出
し

た
り
、
カ
メ
ラ
内
や
Ｐ
Ｃ
で
の

各
種
画
像
処
理
す
る
た
め
の
ソ

フ
ト
等
を
使
い
、
そ
れ
程
経
験

が
な
く
て
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

せ
ば
誰
で
も
綺
麗
に
写
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

但
し
ソ
フ
ト
の
使
用
方
法
を

間
違
え
る
と
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
こ
と
が
起
き
ま
す
の
で
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。
よ
く
あ

る
間
違
い
は
画
像
フ
ァ
イ
ル
を

操
作
間
違
い
で
消
去
し
て
し
ま

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
対
策
は
パ
ソ
コ
ン
に
画

像
を
コ
ピ
ー
す
る
時
、
パ
ソ
コ

ン
内
又
は
外
付
け
の
別
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用

の
フ
ァ
イ
ル
を
作
り
、
そ
こ
に

も
画
像
を
保
存
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
間
違
っ
て

画
像
を
消
し
て
も
別
に
保
存
し

た
フ
ァ
イ
ル
か
ら
画
像
を
引
き

出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

今
回
の
失
敗
は
カ
メ
ラ
の
新

機
種
用
に
別
建
て
で
作
成
さ
れ

た
画
像
転
送
ソ
フ
ト
を
使
用
せ

ず
、
従
来
使
用
し
て
い
た
古
い

ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
為
Ｒ
Ａ
Ｗ

で
撮
影
し
た
画
像
が
Ｒ
Ａ
Ｗ
機

能
を
発
揮
で
き
な
い
小
さ
な
画

像
に
変
換
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
し

た
が
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
説
明

書
に
は
新
し
い
ソ
フ
ト
で
画
像

を
転
送
で
き
ま
す
と
書
い
て
あ

り
ま
し
た
が
、
「
古
い
ソ
フ
ト

は
必
ず
消
去
し
て
下
さ
い
」
と

書
い
て
は
有
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
じ
新
機
種
継
続
使
用
者

で
起
こ
し
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
な

の
で
、
メ
ー
カ
ー
に
は
そ
の
旨

を
連
絡
し
ま
し
た
が
、
画
像
を

元
に
は
戻
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

薄雲に蔽われた日食画像仙台での最大の日食場面
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こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

今
日
は
写
真
の
日

当
協
会
は
二
〇
〇
六
年
に

発
足
し
、
翌
二
〇
〇
七
年
よ

り
会
報
「
東
風
季
報
」
を

発
刊
し
今
回
二
〇
号
に
至
り

ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
め
く
っ
て
み
る
と
、

活
動
の
広
報
に
加
え
て
、

「
撮
影
地
案
内
」
、
「
こ

ん
な
話
・
・
・
」
な
ど
、

充
実
し
た
内
容
、
と
同
時
に

写
真
を
め
ぐ
る
状
況
の
激
し

い
変
化
に
め
ぐ
り
合
わ
せ
た

感
じ
が
し
ま
す
。
い
く
つ
か

の
海
外
撮
影
紀
行
も
、
広
が

り
と
発
展
を
期
待
さ
せ
ま

す
。
欠
か
さ
ず
、
遅
れ
ず

に
発
行
で
き
た
こ
と
は
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
第
三
回
写
真

展
「
美
し
い
日
本
」
の
開

催
に
併
せ
て
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
の
支
え
と
な
る
よ
う
、

ご
寄
稿
、
ご
意
見
を
お
待
ち

し
ま
す
。 編

集
後
記

蔵

王

〜
四
季
に
謳
う
〜

東

野

良

日
本
か
ら
ネ
パ
ー
ル
へ

航
空
機
で
行
く
に
は
タ
イ

バ
ン
コ
ク
経
由
か
中
国
経

由
に
な
り
ま
す
。

旅
行
の
目
的
に
合
わ
せ

て
旅
行
社
を
選
ぶ
こ
と
。

観
光
目
的
で
は
撮
影
時
間

と
場
所
に
制
限
が
あ
る
。

登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
目

的
の
場
合
は
、
ゆ
っ
た
り

し
た
時
間
と
行
動
で
高
山

病
予
防
を
考
慮
し
た
企
画

が
多
く
、
シ
ェ
ル
パ
、
ポ

ー
タ
を
一
日
二
千
円
前
後

で
雇
う
こ
と
で
、
食
事
や

カ
メ
ラ
そ
の
他
を
任
せ
る

こ
と
が
出
来
、
十
分
に
撮

影
時
間
が
と
れ
る
。

フ
ィ
ル
ム
は
日
本
か
ら

持
ち
込
み
、
Ｘ
線
検
査
防

護
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
。

リ
チ
ウ
ム
電
池
類
も
日
本

か
ら
持
っ
て
い
く
。

カ
ト
マ
ン
ズ
は
海
抜
千

三
百
米
位
で
す
が
、
遠
く

に
は
五
千
米
超
の
山
々
が

見
え
ま
す
。
旧
市
街
は
ス

ナ
ッ
プ
撮
影
に
は
最
適

で
、
イ
ン
ド
系
の
商
人
や

他
民
族
が
混
じ
っ
て
住
ん

で
い
ま
す
。

ポ
カ
ラ
は

第
二
の
都

市
で
す
が
空
港
は
有
視
界

飛
行
の
た
め
天
候
に
左
右

さ
れ
ま
す
。
五
千
米
か
ら

八
千
米
の
山
脈
は
早
朝
撮

影
が
主
に
な
る
。
空
港
に

は
モ
ー
タ
ー
エ
ア
プ
レ
ー

ン
が
あ
り
、
各
種
料
金
で

飛
行
し
て
、
撮
影
で
き
る
。

ジ
ョ
ム
ソ
ン
〜
タ
サ
ン
、

ヤ
ク
カ
ル
カ

ポ
カ
ラ
か
ら
ジ
ョ
ム
ソ
ン

に
は
ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
機
が

主
で
す
。
途
中
マ
チ
ャ
プ
チ

ュ
レ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山

群
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、
ニ
ル
ギ

リ
連
邦
、
マ
ナ
ス
ル
の
多
く

の
山
々
が
見
え
ま
す
。

ジ
ョ
ム
ソ
ン
空
港
か
ら
タ

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
ま
で
は
遠
い

た
め
四
駆
車
か
小
型
バ
ス
で

行
き
ま
す
。
途
中
ニ
ル
ギ

リ
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
峰
等
を
撮

影
し
、
タ
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に

入
り
ま
す
。
満
月
夜
前
後
で

あ
れ
ば
三
階
建
屋
上
で
撮
影

が
で
き
ま
す
。
早
朝
、
朝
日

が
あ
た
る
ピ
ン
ク
色
の
ダ
ウ

ラ
ギ
リ
、
ツ
ク
チ
ェ
ピ
ー
ク

を
撮
影
し
ま
す
。

ナ
ガ
ル
コ
ッ
ト
は
カ
ト
マ

ン
ズ
か
ら
二
〇
ｋ
ｍ
位
の
山

地
で
ホ
テ
ル
が
数
多
く
欧
米

人
の
旅
行
者
も
多
い
。
海
抜

二
五
〇
〇
米
前
後
の
た
め
ヒ

マ
ラ
ヤ
連
峰
、
ラ
ン
タ
ン
や

遠
く
九
〇
ｋ
ｍ
に
エ
ベ
レ
ス

ト
が
見
え
ま
す
。
撮
影
は
朝

と
夜
に
な
り
ま
す
。
。

ホ
テ
ル
エ
ベ
レ
ス
ト
ビ
ュ
ー

歩
く
と
最
低
七
日
間
、
多

く
は
ル
ク
ラ
ま
で
ビ
ー
チ
ク

ラ
フ
ト
機
か
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
行
く
。
ホ
テ
ル
は
三
八
八

〇
米
の
高
地
で
日
本
人
の
経

営
、
テ
ラ
ス
か
ら
は
眼
前
に

八
八
四
八
米
の
エ
ベ
レ
ス

ト
、
ロ
ッ
ツ
ェ
、
ア
マ
ダ
ブ

ラ
ム
の
峰
々
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
撮
影
は
早
朝
、
日
の

出
、
夜
間
、
日
中
も
高
地
の

た
め
比
較
的
雲
も
少
な
く
可

能
で
あ
る
。

結
論

お
す
す
め
は
一
ヶ
月

ぐ
ら
い
の
日
程
で
主
要
な
場

所
の
撮
影
が
で
き
ま
す
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
飛
行
機
、
モ

ー
タ
ー
エ
ア
プ
レ
ー
ン
を
入

れ
て
10
人
〜
15
人
位
で
旅
行

を
組
み
立
て
る
の
が
ベ
タ
ー

で
す
。

〜
そ
こ
に
山
が
有
る
か
ら
〜

ネ
パ
ー
ル
も
、
チ
ベ
ッ
ト

も
最
高
と
い
う
人
も
多
い
。

親
日
的
な
国
民
が
多
く
、
日

本
人
は
世
界
で
最
高
の
国
民

（
特
に
震
災
時
の
テ
レ
ビ
を

見
て
）
で
あ
る
と
人
々
は
言

っ
て
い
ま
す
。

（
平
野
治
郎
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
撮
影
や

「
日
本
の
名
峰
」
シ
リ
ー
ズ

で
お
な
じ
み
の
東
野
良
氏
が

仙
台
に
お
戻
り
に
な
り
、
故

郷
の
山
、
蔵
王
を
写
し
た
力

作
で
す
。
東
北
山
岳
写
真
家

集
団
、
仙
台
山
想
会
に
関
わ

っ
て
お
ら
れ
る
東
野
氏
な
ら

で
は
の
緊
張
し
た
山
岳
風
景

か
ら
、
数
十
葉
に
及
ぶ
山
の

花
々
に
蔵
王
の
魅
力
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
。
「
お
釜
と
樹

氷
」
に
象
徴
さ
れ
る
蔵
王
を

見
つ
め
直
し
、
「
浄
土
的
風

景
」
を
求
め
て
そ
れ
を
写
真

と
し
て
表
現
し
て
き
た
記
録

で
も
あ
る
。

「
四
季
に
謳
う
」
と
あ
る
よ

う
に
、
詩
情
漂
う
文
章
と
、

例
え
ば
、
春
へ
、
早
春
、
凍

春
、
陽
春
の
よ
う
に
、
四
季

を
越
え
た
季
節
の
移
ろ
い
を

感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
蔵
王

に
あ
る
数
々
の
渓
流
や
滝
を

収
め
た
渓
水
も
興
味
深
い
。

日
頃
、
身
近
で
気
軽
に
行
け

る
蔵
王
で
あ
る
が
、
こ
の
本

に
よ
り
蔵
王
の
奥
深
さ
に
あ

ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
。

樹
氷
異
変
の
章
を
設
け
、

一
九
九
四
年
前
後
の
刈
田
岳

周
辺
の
豊
満
な
樹
氷
を
示

し
、
最
近
の
樹
氷
の
生
成
が

次
第
に
劣
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
心
配
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
土

的
風
景
を
感
じ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一

一
年
一
月
刊
（
秋
葉
健
一
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

私
の
会
社
は
、
東
北
電

力
の
太
平
洋
側
の
原
子
力

・
火
力
発
電
所
の
機
械
関

係
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担

当
し
て
お
り
ま
す
。
発
電

所
は
主
要
機
器
の
冷
却
の

た
め
海
に
面
し
て
建
て
ら

れ
て
お
り
、
約
五
米
〜
十

数
米
の
巨
大
津
波
が
各
発

電
所
の
設
備
を
こ
と
ご
と

く
破
壊
し
ま
し
た
。
各
機

器
が
海
水
に
浸
水
し
ま
す

と
、
化
学
反
応
を
起
こ
し

再
起
不
能
と
な
り
ま
す
。

浸
水
し
た
機
械
設
備
・
電

気
設
備
等
が
廃
棄
処
分
と

な
り
、
全
て
の
機
器
類
を

新
品
に
交
換
す
る
と
い
う

未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
工
事
で
す
。

仙
台
火
力
四
号
機
と
新

仙
台
火
力
一
号
機
・
新
地

火
力
一
、
二
号
機
は
昨
年

暮
れ
よ
り
運
転
を
再
開

し
、
電
力
の
安
定
供
給
の

一
役
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。
一
番
被
害
の
大
き
か

っ
た
原
町
火
力
一
、
二
号

機
は
今
年
中
の
運
転
再
開

に
向
け
て
の
大
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
、
弊
社
も
百

名
体
制
で
工
事
の
一
部
を

施
工
し
て
お
り
ま
す
。

弊
社
（
渡
邊
工
業
㈱
）

も
各
発
電
所
構
内
に
て
営

業
し
て
い
る
た
め
被
害
も

予
想
以
上
で
、
当
初
は
再

建
は
厳
し
い
状
況
で
し

た
。
昨
年
五
月
に
皆
様
よ

り
ご
支
援
を
受
け
、
本
社

機
能
を
七
ヶ
浜
町
内
の
高

台
へ
移
転
し
て
、
通
常
の

業
務
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

弊
社
で
は
、
本
社
事
務
所
、

新
仙
台
事
務
所
と
倉
庫
・
各
事

業
所
の
機
械
類
・
資
材
類
・
事

務
機
器
・
工
事
車
両
・
ア
パ
ー

ト
・
寮
等
が
流
失
や
半
壊
と
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
総

額
は
数
億
円
と
推
定
さ
れ
、

経
営
も
厳
し
い
状
態
で
す
。

今
般
の
大
震
災
で
全
国
の

犠
牲
者
・
行
方
不
明
者
は
約

2
万
人
を
数
え
て
お
り
ま
す

が
、
弊
社
社
員
・
家
族
、

協
力
企
業
従
業
員
を
含
め

て
犠
牲
者
・
怪
我
人
が
な

か
っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い

で
し
た
。
資
産
の
大
半
を
流

失
し
ま
し
た
が
、
弊
社
の
商

品
で
あ
る
『
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
』
は
震
災
前
と
同
じ
で

す
。
長
年
に
亘
っ
て
構
築
し

た
信
用
・
信
頼
・
技
術
力
を

発
揮
し
復
旧
・
復
興
・
再
起

と
歩
ん
で
い
く
覚
悟
で
す
。

『
再
起
』
・
『
電
力
の
安
定

供
給
』
を
合
言
葉
に
社
業
に

励
ん
で
お
り
ま
す
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
、
東
北
風
景
写
真

家
協
会
の
皆
様
よ
り
暖
か
い

励
ま
し
や
ら
・
叱
咤
激
励
を

多
数
頂
き
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

感
謝

六
月
一
日
は
「
写
真
の

日
」
で
す
。
こ
の
記
念
日
が

世
の
中
に
出
た
の
は
、
今
か

ら
約
六
十
年
前
の
昭
和
二
十

六
年
で
す
。
日
本
写
真
協
会

が
主
催
し
た
「
写
真
の
日
制

定
委
員
会
」
に
よ
り
、
一
九

八
四
年
（
天
保
十
二
年
）
の

こ
の
日
に
日
本
で
始
め
て
写

真
が
撮
影
さ
れ
た
と
し
て
決

め
た
も
の
で
す
。
写
さ
れ
た

の
は
薩
摩
藩
主
「
島
津
斉
彬

公
」
で
撮
影
し
た
の
は
長
崎

の
御
用
商
人
「
上
野
俊
之

丞
」
だ
っ
た
。
「
東
洋
日
の

出
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
上

野
俊
之
丞
の
息
子
・
彦
馬
の

口
述
に
よ
る
記
事
「
日
本
写

真
の
起
源
」
の
記
述
を
も
と

に
、
こ
の
日
が
日
本
で
始
め

て
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
日
と

さ
れ
た
。
さ
て
、
昭
和
二
十

六
年
と
い
う
と
戦
後
の
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
の
あ
と
で
、
世
の

中
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
始

め
、
カ
メ
ラ
が
高
価
な
が
ら

も
普
及
し
始
め
た
頃
で
す
。

も
ち
ろ
ん
白
黒
フ
イ
ル
ム
だ

け
で
す
が
、
街
中
に
カ
メ
ラ

屋
さ
ん
も
チ
ラ
ホ
ラ
で
き
、

家
族
写
真
や
友
達
の
写
真
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
家
に
も
一
寸
セ
ピ
ア
調
に

な
っ
た
古
い
写
真
が
あ
り
ま

せ
ん
か
。
お
ぼ
ろ
げ
に
残
る

記
憶
を
、
も
っ
と
鮮
明
に
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
の
が

「
写
真
」
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
あ
の
「
東
日
本
大

震
災
」
で
も
、
家
族
の
写
真

や
、
友
人
の
写
真
、
は
た

ま
た
自
分
の
記
念
写
真
な

ど
、
一
枚
の
写
真
が
人
々

を
勇
気
づ
け
る
場
面
を
私

た
ち
は
た
く
さ
ん
見
て
き

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
の
世

界
に
な
っ
て
撮
影
の
手
段

が
変
わ
っ
て
も
「
写
真
」

自
体
は
そ
の
重
要
性
を
増

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

平
面
な
「
写
真
」
に
映
る

奥
深
い
記
憶
は
、
私
た
ち

の
心
ま
で
映
し
出
し
て
く

れ
る
よ
う
で
す
。
悲
し
い

こ
と
や
苦
し
い
こ
と
も
、

嬉
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ

と
に
変
え
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。
き
っ
と
前
に
進

む
力
に
な
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
「
写
真
の
力
」
を

信
じ
て
い
ま
す
。

自
分
の
作
品
を
も
う
一
度

見
直
し
、
新
し
い
挑
戦
を

す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
出
し
て
下
さ
い
。
そ

し
て
、
撮
影
に
生
か
し
て

く
だ
さ
い
。
感
性
を
磨
い

て
く
だ
さ
い
。
他
人
と
同

じ
よ
う
な
写
真
を
撮
っ
て

も
新
し
い
発
見
に
は
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
写

真
の
力
を
信
じ
て
、
よ
り

一
歩
前
に
進
み
ま
し
ょ

う
。
決
し
て
理
屈
や
能
書

き
は
、
実
践
に
勝
る
こ
と

は
な
い
の
で
す
か
ら
。

最
後
に
、
個
人
的
に
ち
ょ

っ
と
だ
け
哀
し
い
話
を
し

ま
す
。
私
は
写
真
に
携
わ

っ
て
四
十
四
年
に
な
り
ま

ネ
パ
ー
ル
撮
影
紀
行

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

副
会
長

渡

邊

善

夫

Photo
Books

す
が
、
こ
の
三
月
に
あ
の

コ
ダ
ッ
ク
が
、
「
全
世
界

で
全
種
類
の
リ
バ
ー
サ
ル

フ
ィ
ル
ム
の
製
造
販
売
を

や
め
る
」
と
発
表
し
た
こ

と
で
す
。
使
い
慣
れ
た
フ

イ
ル
ム
が
な
く
な
る
こ
と

は
悲
し
い
事
で
す
。
も
っ

と
も
っ
と
使
っ
て
や
れ
ば

よ
か
っ
た･･･

と
、
小
さ
な

後
悔
を
し
て
い
ま
す
、

「
写
真
の
日
」
に
ち
な

み
、
写
真
人
生
の
喜
怒
哀

楽
を
振
り
返
る
日
に
な
り

ま
し
た
。
（
感
謝
で
す
）

（
丸
山
慎
一
）

発
行
元
の
（
株
）
ヤ
マ
ト

屋
は
津
波
被
害
で
本
は
置
い
て

い
ま
せ
ん
。
著
者
の
も
と
に
在

庫
が
あ
り
ま
す
。
メ
ー
ル
等
で

ご
注
文
願
い
ま
す
。
（
送
料
込

二
三
〇
〇
）h

i
g
a
s
h
i
n
o

‐

r
@
j
c
o
m
.
h
o
m
e
.
n
e
.
j
p

同
名
の
写
真
展
開
催
予
定

九
月
一
日
〜
二
三
日

蔵
王
町
文
化
会
館

「
ご
ざ
い

ん
ホ
ー
ル
」

ヒマラヤ遠望

チャーターヘリコプター

エベレスト空撮


